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７５歳以上

公共施設マネジメントに関するアンケート（シンポジウム）の調査結果について 

１  総回答数 

   105 人 

２  調査結果

（属性質問）

性別をお答えください。（有効数：105） 

年齢をお答えください。（有効数：104） 
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男性

女性

その他

回答しない



現在のお住まいはどちらですか。（有効数：105） 

職業を教えてください。（有効数：103） 
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中央地区

大庄地区

武庫地区

立花地区

小田地区

園田地区

尼崎市以外
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会社員（正社員、契約社員）

公務員

自営業・自由業

会社役員・経営者

パート・アルバイト

学生

専業主婦（夫）

無職

その他



あなたの勤務先企業の業種（主な事業内容）として、以下のうち、もっとも近いものを１つ選ん

でください。（有効数：78） 

【その他自由記述】 

・団体職員 
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43
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

農林水産・鉱業

建設業

製造業

卸売・小売業、飲食店

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

サービス業

公務員

その他



Q1：あなたは、過去 1 年間で尼崎市の公共施設をそれぞれ、どのくらいの頻度で利用しています

か。次の中からすべて選んでください。（有効数：721） 

【その他施設】 

こどもクラブ 月に 1～2 回 

尼崎城、ベイコムテニスコート、女性センタ

ー、サービスセンター 
年に数回程度 
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0
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市役所（本庁舎、あまがさき・ひと咲きプラザ、開明庁舎）

生涯学習プラザ（支所、地区会館、公民館）

図書館

福祉会館

体育館

地域総合センター

高齢者施設

青少年センター

障害者施設

その他施設

週に3回以上 週に1～2回 月に1～2回 年に数回程度 １年間未利用



Q2：あなたは、どのような公共施設を利用したいですか。次の中から 3 つ以内で選んでください。 

  （有効数：245） 

【その他自由記述】 

・料金が安い施設 
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49

42

30

26

22

12

12

2

0 10 20 30 40 50 60

駅前など公共交通機関の利便性が高い

魅力的なイベントやプログラムがある

自宅から距離が近い

商業施設など民間施設と併設している

魅力的な設備や機能がある

複数の行政窓口がある

建物が新しく快適

利用できる時間が長い

その他



Q3：あなたは、尼崎市の公共施設の保有量を 35 年間［平成 26 年度～60 年度］で 30％以上削減

する取組を進めていることを知っていますか。（有効数：97） 

Q4：問 3 で「はい」と答えられた方にお伺いします。あなたは、問 3 の公共施設マネジメントの

取組をどのような機会で知りましたか。次の中から 3 つ以内で選んでください。 

  （有効数：127） 

【その他自由記述】 

・知人に聞いた。 

・郵送にて案内があった。 

・施策評価表などの市の資料 

・尼崎市公共施設マネジメント市民会議委員 

・委員会 

・行政情報として、職員として 
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市報

市のホームページ

地域住民や利用者などを対象とした説明会

地域の回覧・ポスターなど

市議会だより

市民意見聴取手続（パブリックコメント）

エフエムあまがさき（82.0MHz）

その他



Q5：あなたは、本市が公共施設マネジメントの取組を検討する際に、どのような手法をとれば市

民の方々と情報共有できると思いますか。次の中から 3 つ以内で選んでください。 

（有効数：236） 

【その他自由記述】 

・町会の掲示板 

・SNS 

・ツイッターやフェイスブックなどの SNS、広報車による広報 
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40
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地域住民や利用者などを対象とした説明会による情報発信

市報による情報発信

市民を交えたワークショップ

市のホームページによる情報発信

出前講座による情報発信

大学教授など有識者を交えたシンポジウム

市民意見聴取手続（パブリックコメント）による情報発信

エフエムあまがさき（82.0MHz）による情報発信

市議会だよりによる情報発信

その他



Q6：あなたは、この公共施設マネジメントの取組を進めていくうえでどのような方法が適切だ

と思いますか。あなたのお考えに最も近いものを、次の中から 1 つ選んでください。（有効数：

94） 

Q7：あなたは、施設の量を削減する場合、どのような施設を対象とすべきだと思いますか。次の

中から 3 つ以内で選んでください。（有効数：236） 

【その他自由記述】 

・なんでも削減は行うべきではない。 

60

14
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0

0 10 20 30 40 50 60 70

老朽化した施設から順次、複合化等による建替を行い、施設
の量を減らすことで経費負担を軽減する。

民間施設を借り上げてサービス水準を維持したうえで、公共
施設を廃止する。

施設を維持するために、施設利用料の値上げや無料で利用で
きる施設の有料化をする。

値上げやサービス水準の縮小は行わず、税金で負担する。

維持管理費用は増加するが、老朽化した施設の耐震化や延命
化を行い、施設寿命を迎えた時に廃止する。

施設を維持するために、利用料の値上げではなく、閉館日数
や時間の縮減などサービス水準を縮小する。

59

48

38

33
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17
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0 10 20 30 40 50 60 70

利用者が少ないもの又は特定の利用者しか使用していない施設

耐震性が不足するなど、安全性が確保ができていない施設

民間でも同様のサービスが提供されている施設

提供するサービスに対して、著しく維持管理費用が高い施設

同じような機能を持つ施設

エレベーターがないなど、設備が古く老朽化が著しい施設

アクセスが不便な施設



Q8：あなたは、施設の量を削減する場合、どの施設を対象とすべきだと思いますか。次の中から

3 つ以内で選んでください。（有効数：176） 

【その他自由記述】 

・学校施設 

・尼崎城、聖トマス大に設置される施設 

・競艇場 

・老人福祉会館（町会のもの）～若い人も使えるように 

・はじめに削減ありきでは答えられない。 

・全て必要 

・図書館⇒電子書籍化してほしい 

・高齢者を対象としているものが多い。若者が利用しやすくしてほしい。 

・若者はお金も時間もない。安く時間の融通がきく施設にしてほしい。 
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市営住宅

地域総合センター

福祉会館

青少年センター

生涯学習プラザ（支所、地区会館、公民館）

市役所（本庁舎、あまがさき・ひと咲きプラザ、開明庁舎）

高齢者施設

体育館

図書館

障害者施設

その他



Q9：あなたは、施設の量を削減する場合に、どのような効果を期待しますか。又は、どのよう

なことを懸念しますか。次の中から 3 つ以内で選んでください。（有効数：236） 
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43

33

27

26

22

18

13

0 10 20 30 40 50 60

防災機能が向上し、安全・安心な施設になる

新たな利用者の発掘や新たな交流の創出ができる

バリアフリー化等による障害者や高齢者に配慮した施設になる

新しい施設で心地良く市民活動の促進ができる

市民サービスが低下する

省資源・省エネルギー化を図り、環境面に配慮した施設になる

市民活動が停滞する

市外転出者が増加する又は市内への転入者が減少する



Q10：あなたは、公共施設マネジメントの取組に市民からの反対があった場合に、市はどのよう

な行動をすべきと思いますか。次の中から 3 つ以内で選んでください。（有効数：191） 

【その他自由記述】 

・既存の利用者の活動場所、居場所、サービス水準を官のみならず、民間活力の利用を考慮する

中で確保していくなど、理解を得ながら進めていく必要がある。 

・地域住民や利用者側の立場でのマネジメントを 

・このような質問をすること自体がおかしい 

以 上   
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45
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将来世代への財政的な負担が軽減できるのであれば、
一部に反対があっても取組を進めるべきである。
反対する市民にも丁寧に説明を行った上であれば、反

対があっても取組を進めるべきである。
反対する市民の理解が得られるまで丁寧に説明を行っ

た上で取組を進めるべきである。
取組の必要性が高ければ、反対があっても取組を進め

るべきである。
値上げや事業の縮小など市民へのサービス水準を下げ
る代替案とするなどで、取組を進めるべきである。
理解が得られるよう努めたとしても、それでも一部に
反対があるのであれば、取組を進めないほうが良い。

取組を進めないほうが良い。

わからない

その他


